
１．直角二等辺三角形ＡＢＣ（∠Ｃ＝９０゜）の斜辺

ＡＢ上に点Ｐ，ＱをＢ，Ｐ，Ｑ，Ａの順になるように

定める。∠ＰＣＱ＝４５゜のとき、ＰＱ2＝ＢＰ2＋ＡＱ2

を証明せよ。  

３．一辺の長さがＡの正四面体について考え

る。 

①正四面体の体積を求めよ。 

②頂点と底面の三角形の重心を結ぶ線分を軸 

にして回転させたときの体積を求めよ。 

 

③一辺の長さがＡの正八面体の体積を求めよ。 

 

 

 

 

 
  
  
  
  
  
  
  
 

 ４．２つの同心円半径Ｒの円Ｃ1 、半径ｒの円Ｃ2 

がある。ただし、Ｒ＞ｒとする。  

２．斜線部の面積を求めよ。 

 

 
 

 

 
①Ｃ1 に内接し、かつ、Ｃ2 に外接する三角形が

存在するとき、この三角形は正三角形であること

を証明せよ。 

 

 

 

 
②Ｒ：ｒを求めよ。 

 

 ③Ｃ1 とＣ2 に囲まれた円環部分の面積を求め

よ。  

 

 


